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冬
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謹
　
賀
　
新
　
年

　

歴
史
文
化
の
宝
庫
「
綱
神
社
、
大
倉
神

社
、
地
蔵
院
、
宇
都
宮
家
墓
所
」
が
佇
む

益
子
町
上
大
羽
、
尾
羽
の
里
交
遊
舘
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
ト
レ
ラ
ン
益
子
が
3

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
冬
の
澄

ん
だ
空
気
に
美
し
い
山
々
の
静
か
な
里
に
、

関
東
各
県
、
福
島
、
長
野
、
新
潟
か
ら

1
5
0
人
が
集
結
し
横
断
幕
や
拍
手

の
応
援
を
受
け
ス
タ
ー
ト
、
一
般
道
か

ら
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
岩
、足
尾
山（
4
1
3

ｍ
）、
鎖
場
の
岩
を
よ
じ
登
る
御
嶽
山

（
4
3
3
m
）、
雨
巻
山
（
5
3
3
m
）

を
頂
点
に
、
三
登
谷
山
（
4
3
3
m
）、

板
橋
林
道
を
下
り
、
小
峠
を
登
り
、
丸

太
の
も
み
じ
橋
を
渡
り
、
全
17
㌔
を
駆

け
抜
け
る
、
額
に
光
る
汗
笑
顔
の
ゴ
ー

ル
。
完
走
後
に
は
上
大
羽
自
治
会
さ
ん

の
お
に
ぎ
り
、
友
愛
作
業
所
さ
ん
の
パ

ン
が
振
舞
わ
れ
笑
顔
と
感
謝
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。
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新
年
の
ご
挨
拶

　
真
岡
税
務
署
長

高
橋
　
徹

新
年
の
ご
挨
拶

　
会
長

諸
伏 

勇
治

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
晴
々
し
い
気
持
ち
で
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
四

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
未
だ
収
束
が
見

通
せ
ず
、
急
激
な
円
安
や
生
活
必
需
品
の

値
上
げ
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

攻
と
い
う
世
界
的
な
事
案
の
発
生
等
に
よ

り
先
の
見
通
せ
な
い
状
態
で
新
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
よ
り
、
会
社
経
営
に
多
大
な
る
影
響

を
受
け
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
法
人
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、
各
委
員
会
の
活
動
を
控
え
る
な
ど
、

会
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
十
一
月
に
は
、
三
年
振
り
に

税
理
士
会
真
岡
支
部
・
真
岡
間
税
会
共
催

に
よ
る
実
務
者
講
演
会
を
真
岡
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
小
川
松
夫
氏
を
講
師
に
招

き
「
生
活
習
慣
病
等
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
を
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月

か
ら
十
二
月
に
か
け
て
一
市
四
町
の
各
首

長
、
議
長
を
表
敬
訪
問
し
、
提
言
書
に
よ

り
地
方
行
政
運
営
の
改
革
等
に
つ
い
て
役

員
・
税
制
委
員
が
提
言
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
更
に
、女
性
部
・
青
年
部
に
よ
る
「
租

税
教
室
」
も
十
二
月
を
も
っ
て
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
、
法
人
会
と
し
て
抱
え
て
い
る
問
題

に
会
員
数
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。
全
国
的

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
当
法
人
会

と
し
て
は
、
非
常
に
厳
し
く
困
難
な
環
境

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
諸
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
拡
大
し
、

法
人
会
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
地

道
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
当
法
人
会
が
社
団
化
十
周
年

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
と

し
て
、
今
年
は
、
二
月
二
十
一
に
《
市
民

い
ち
ご
ホ
ー
ル
》
に
於
い
て
、
国
際
政

治
学
者
の
三
浦
瑠
麗
さ
ん
を
講
師
に
招

き
「
激
変
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
」
と
題

し
て
、
記
念
講
演
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

結
び
に
、
法
人
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
会
員

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
事
業
の

発
展
を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

旧
年
中
は
、
令
和
元
年
以
来
の
納
税
表

彰
式
挙
行
、
税
を
考
え
る
週
間
で
の
実
務

者
講
演
会
の
開
催
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

広
報
な
ど
、
諸
伏
会
長
は
じ
め
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
全
般

に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
十
月
一
日
か
ら
消
費
税
の

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」（
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
導
入
時
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を
受

け
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
三
月
末
日

ま
で
に
登
録
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
多
く
の
事

業
者
の
皆
様
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
皆
様
に
制
度
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
応
じ
た
対
応
や
準
備
を
進
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
特
設
サ
イ
ト
」
開
設
や
、
各
税
務
署
で

も
説
明
会
を
頻
繁
に
開
催
す
る
な
ど
、
幅

広
く
周
知
・
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
届
出
の
早
期
提
出
が
促

進
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
で
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
お

よ
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
普
及
・
定
着

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
に
よ
る
確
定
申
告
手
続
の
簡
便
化
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

身
近
な
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
が
お
済
で
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
取
得
が
促
進
さ
れ
ま
す

よ
う
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

間
も
な
く
令
和
四
年
分
所
得
税
等
の
確
定

申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご
自
宅
で

確
定
申
告
書
を
作
成
し
て
、
送
信
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
昨
年
も
多
く
の
方
が

確
定
申
告
書
会
場
に
来
場
せ
ず
申
告
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

ス
マ
ホ
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対

応
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
と
て
も
便
利
に

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
が
一
般

社
団
法
人
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
更

な
る
発
展
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
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令
和
五
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出
　

左から、諸伏会長、石坂市長、
新井二宮支部長、秋山真岡支部長

左から篠原益子支部長、広田町長

左から　見目町長、杉田芳賀支部長、
竹石税制委員

左から　古口町長、髙松茂木支部長、
渡辺茂木副支部長

左から
入野町長、阿部市貝支部長、

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
宮
支
部
長

新
井 

　
　
明

益
子
支
部
長

篠
原 

　
泰
三

茂
木
支
部
長

髙
松 

壽
太
郎

市
貝
支
部
長

阿
部 

　
正
機

芳
賀
支
部
長

杉
田 

貞
一
郎

真
岡
支
部
長

秋
山 
　
康
雄

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
し
た
令
和
五
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
書
は
、
全
国
の
法
人
会
税

制
委
員
、
役
員
を
中
心
に
税
制
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
一
一
八
二
四
件
の
回
答
を

も
と
に
全
国
法
人
会
総
連
合
（
全
法
連
）

が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
十
二

月
上
旬
に
郡
内
一
市
四
町
の
各
首
長
、
議

長
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
提
言
書

に
よ
り
地
方
行
政
運
営
の
改
革
等
に
つ
い

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

て
各
支
部
長
、
税
制
委
員
が
提
言
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
＊
提
言
書
に
つ
き
ま
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
税
を
考
え
る
週
間
」
実
務
者
講
演
会

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
真
岡
支
部
、

真
岡
間
税
会
の
共
催
に
よ
る
「
実
務
者
講

演
会
」
は
、
去
る
十
一
月
十
四
日
（
水
）

午
後
５
時
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
、
会
員
・
関
係
者
・
一
般
の
方
合
わ
せ

て
百
名
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
　
真
岡
税
務
署

署
長
　
高
橋
徹
氏

「
適
正
・
公
正
な
税
務
行
政
の
推
進
」

　

第
一
部
は
、
昨
年
七
月
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
高
橋
真
岡
税
務
署
長
よ
り
、
真
岡
赴

任
前
の
職
場
の
経
験
を
踏
ま
え
、
脱
税
を

見
つ
け
る
査
察
官
の
リ
ア
ル
な
仕
事
の
話

を
し
つ
つ
、
適
正
・
公
正
な
税
務
行
政
の

推
進
に
向
け
て
の
取
組
を
お
話
頂
き
ま
し

た
。

第
二
部
　
芳
賀
郡
医
師
会
前
会
長

小
川
　
松
夫
氏

「
生
活
習
慣
病
等
に
つ
い
て
」

　

第
二
部
は
、
芳
賀
郡
医
師
会
前
会
長
、

真
岡
市
内
の
真
岡
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

の
小
川
松
夫
氏
よ
り
「
生
活
習
慣
病
等
に

つ
い
て
」
と
題
し
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
生
活
習
慣
病
の
高
血
圧
・

糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
に
つ
い
て
お
話
頂

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
症
状
等
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
や
、
患
者
さ
ん
と
の
や
り
取

り
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
治
療
に
向
け
て

注
意
す
る
こ
と
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
治
療
法

が
確
立
し
て
い
る
病
で
あ
る
事
、
予
防
に

は
食
事
・
適
度
な
運
動
が
よ
い
と
の
事
で

し
た
。
併
せ
て
高
血
圧
症
に
つ
い
て
芳
賀

地
区
で
は
塩
分
の
摂
取
量
や
遺
伝
に
よ
る

罹
患
し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

最
後
は
認
知
症
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

認
知
症
は
徐
々
に
進
む
も
の
で
、
目
に
見

え
て
症
状
が
出
る
の
は
既
に
二
十
年
以
上

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。
治

療
法
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
予
防
す
る
の

に
有
効
な
手
段
と
し
て
次
の
三
つ
を
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

①
体
を
動
か
す
（
身
体
活
動
）

②
食
事
（
バ
ラ
ン
ス
）
た
ん
ぱ
く
質
を
取

る
。
肉
、
魚
、
乳
製
品
、
大
豆
等

③
社
会
と
の
接
点

　

適
度
な
運
動
（
体
を
動
か
す
）、
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
、
病
気

の
予
防
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

全
国
青
年
の
集
い
「
沖
縄
大
会
」
参
加

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
青
年
部

法
人
会
真
岡
支
部
「
視
察
研
修
」

母
畑
温
泉
　
福
島
方
面

　

11
月
25
日
（
金
）
〜
27
日
（
日
）
に
か

け
て
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
青

年
の
集
い
「
沖
縄
大
会
」
に
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
？
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
13
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

　

現
地
の
会
場
で
は
、
全
国
か
ら
多
数
の

参
加
者
が
集
い
、
久
方
ぶ
り
の
開
催
に
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
は
那
覇
市
周
辺
の
視
察
を

行
い
、
新
た
に
開
発
が
行
わ
れ
た
商
業
施

設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
で
は
至
る
所
で
開
発
事
業
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ

よ
う
と
す
る
勢
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参

加
と
い
う
こ
と
で
、
部
員
同
士
の
懇
親
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
意
義
な
３

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
視
察
研
修
を
12

月
８
日
（
木
）
〜
９
日
（
金
）
に
行
い
ま

し
た
。

　

視
察
研
修
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

福
島
県
母
畑
温
泉 

八
幡
屋
を
視
察
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

八
幡
屋
は
「
プ
ロ
が
選
ぶ
日
本
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
１
０
０
選
２
０
２
２
」
総
合
１

位
に
輝
い
た
旅
館
で
す
。
同
旅
館
は
「
施

設
」「
企
画
」
部
門
で
１
位
、「
も
て
な
し
」

部
門
２
位
、「
料
理
」
部
門
で
３
位
と
な
り
、

総
合
１
位
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
以
降
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
売
り
上
げ
が

激
減
し
、
休
館
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
そ

の
間
、
お
も
て
な
し
に
関
す
る
教
育
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り

切
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
実
際
に
ス
タ
ッ

フ
の
丁
寧
な
接
客
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和
４
年
度

「
租
税
教
室
」
開
催

　
真
岡
支
部
女
性
部

事
業・文
化
合
同
研
修
　

い
た
ど
ま
ち
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「ninom
iya light up night 2022

」

二
宮
支
部

　

法
人
会
青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
担
当

し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
税
に
関
す
る
啓

蒙
活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
小
学
校
６
年
生

を
対
象
に
し
た
「
租
税
教
室
」
を
、
本
年

度
は
８
校
担
当
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
秋
号
発
行
よ
り
２
校
開
催
し
て
お

り
、
講
師
は
、
青
年
部
会
と
女
性
部
会
の

部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
小
学
校
を
担

当
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
使
用
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑

賞
な
ど
を
通
し
、
税
金
の
使
い
み
ち
、
役

割
等
、
解
り
や
す
く
説
明
し
、
最
後
に
一

億
円
の
現
金
レ
プ
リ
カ
（
重
さ
10
㎏
）
を

使
用
し
て
児
童
の
み
な
さ
ん
に
「
一
億
円

の
重
み
」
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
頂
い
た
皆
様
、
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

12 月 6 日（火）山前小学校（青年部会）
（講師）細谷慶忠（真岡）

12 月 20 日真岡小学校
講師　神田憲一、小野秀之

10 月 21 日（金）亀山小学校（女性部会）
（講師）渡邉佳子、黒子孝子、眞﨑美代、松本恵子、諸伏比砂子（真岡）

　

女
性
部
事
業
・
文
化
合
同
研
修
は
、
十

一
月
二
十
二
日
（
火
）、
部
員
・
事
務
局

を
含
め
二
十
九
名
が
参
加
し
、
東
京
方
面

へ
行
き
ま
し
た
。

　

七
時
三
〇
分
、
朝
靄
の
か
か
る
中
、
歌

舞
伎
座
へ
出
発
し
ま
し
た
。
埼
玉
に
入
る

頃
に
は
霧
も
晴
れ
過
ご
し
や
す
い
陽
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

や
や
渋
滞
が
あ
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
の

中
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
予
定
通

り
に
到
着
す
る
と
、
開
演
ま
で
の
時
間
に

思
い
思
い
に
売
店
等
ま
わ
り
、
座
席
へ
と

移
り
ま
し
た
。
歌
舞
伎
座
で
は
自
民
党
の

上
野
議
員
と
秘
書
の
方
も
一
緒
に
２
つ
の

演
目
を
観
覧
し
ま
し
た
。
昼
の
部
の
演
目

は
「
祝
成
田
櫓
賑
」「
外
郎
売
」、「
勧
進
帳
」
　

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）、「
い
た
ど
ま

ち
」
が
久
下
田
駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場
を

会
場
に
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
九
日
（
土
）
か
ら
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
に
の
み
や
商
工
会
女
性
部

と
青
年
部
の
合
同
事
業
と
し
てLED

ラ

イ
ト
と
一
千
個
の
風
船
に
よ
る
「
バ
ブ
ル

ゲ
ー
ト
」
や
園
児
の
描
い
た
絵
の
ラ
ン
タ

ン
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
美
し
い

幻
想
的
な
演
出
で
多
く
の
来
場
者
の
方
々

を
魅
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
音
楽
祭
や
コ
ロ
ナ
対
策

な
ど
も
行
い
な
が
ら
も
盛
大
な
開
催
と
な

り
二
宮
支
部
も
、
に
の
み
や
地
区
伝
統
の

ま
つ
り
を
支
援
し
ま
し
た
。

の
３
つ
で
、「
外
郎
売
」
は
市
川
新
之
助

の
初
舞
台
で
あ
り
立
派
な
演
技
の
お
披
露

目
と
な
り
ま
し
た
。「
勧
進
帳
」
で
は
市

川
海
老
蔵
改
め
團
十
郎
白
猿
の
出
演
で
し

た
。
幕
間
に
は
昼
食
に
「
襲
名
御
膳
」
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

歌
舞
伎
座
を
後
に
す
る
と
首
都
高
か
ら

東
京
タ
ワ
ー
を
横
目
に
、
恵
比
寿
ガ
ー
デ

ン
プ
レ
イ
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。
恵
比
寿

で
は
自
由
行
動
で
買
い
物
な
ど
楽
し
み
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒

で
き
て
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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税
に
関
す
る
作
文

優
秀
者
ら
を
表
彰

「
税
」
が
く
れ
た

安
心
・
安
全

真
岡
税
務
署

　

真
岡
税
務
署
は
こ
の
ほ
ど
、
本
年
度

の
「
納
税
表
彰
式
」
を
市
民
い
ち
ご
ホ
ー

真
岡
市
立
山
前
中
学
校
二
年

石
塚　

寛
弥

　
「
お
名
前
は
？
怪
我
し
て
な
い
か
な
？
」

　

僕
は
、
状
況
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
怯
え

て
い
た
。
色
々
と
話
を
聞
か
れ
た
の
だ
ろ

う
が
、
何
を
話
し
た
の
か
は
、
よ
く
覚
え

て
い
な
い
。
警
察
の
方
が
事
件
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

最
後
に
、
腕
や
脚
の
衣
類
を
ま
く
っ
て
、

写
真
を
撮
ら
れ
た
。

　

数
年
前
の
小
学
生
の
頃
、
新
し
い
習
い

事
を
始
め
、
そ
こ
ま
で
、
母
の
車
で
送
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
。

そ
の
日
は
、
開
始
時
間
よ
り
少
し
早
め
に

行
っ
た
の
で
、
教
室
に
先
生
は
い
な
か
っ

た
。
電
気
も
つ
い
て
い
て
、
部
屋
は
空
い

て
い
た
の
だ
が
、
僕
は
、「
今
日
は
休
み

だ
っ
た
ん
だ
！
」
と
思
い
込
み
、
家
族
に

連
絡
を
し
て
、
迎
え
に
来
て
も
ら
お
う
と

考
え
た
。

　

携
帯
電
話
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

近
く
の
公
衆
電
話
を
探
す
た
め
に
、
周
囲

を
歩
い
た
。
公
衆
電
話
は
見
つ
か
っ
た
の

だ
が
、
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
も
お
金
も

持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
し

て
、僕
は
「
歩
い
て
家
に
帰
る
し
か
な
い
」

と
思
い
、
家
ま
で
歩
き
出
し
た
の
だ
。
十

月
下
旬
の
夕
方
六
時
前
、
辺
り
は
既
に
薄

暗
か
っ
た
。

　

一
方
、
習
い
事
の
教
室
で
は
、
開
始
時

刻
を
過
ぎ
て
も
、
僕
が
来
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
母
に
電
話
連
絡
が
い
っ
た
。

母
は
て
っ
き
り
、
僕
が
教
室
で
学
ん
で
い

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
大
変
驚
き
、
仕

事
を
中
断
し
、
僕
を
探
す
た
め
に
教
室
の

方
へ
向
か
っ
た
。

　

母
か
ら
、
父
、
兄
に
も
連
絡
を
し
、
家

族
と
教
室
の
先
生
で
、
近
く
の
公
園
、
ト

イ
レ
の
中
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
駅

な
ど
を
手
分
け
し
て
探
し
た
。
辺
り
は

真
っ
暗
に
な
り
、
こ
れ
以
上
は
自
分
た
ち

で
は
無
理
だ
と
思
い
、
父
が
近
く
の
交
番

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
署
で
の
手
続

き
と
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

同
時
進
行
で
、
騒
ぎ
を
知
っ
た
叔
母
が

探
し
に
出
た
矢
先
、
真
っ
暗
な
夜
道
を
歩

い
て
い
た
僕
を
見
つ
け
た
。
声
を
か
け
ら

れ
、
叔
母
の
車
に
乗
り
、
自
宅
ま
で
送
っ

て
も
ら
っ
た
。
こ
の
件
が
、
ち
ょ
う
ど
手

続
き
を
を
終
え
た
父
の
も
と
に
連
絡
が
入

り
、
念
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
、
警
察
の

方
が
家
に
来
て
く
だ
さ
り
、
冒
頭
の
や
り

と
り
と
な
っ
た
。

　

僕
は
、
た
だ
家
に
帰
ろ
う
と
し
た
だ
け

な
の
に
、
こ
ん
な
に
も
大
騒
ぎ
に
な
っ
て

い
た
こ
と
を
知
り
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

後
々
、
両
親
か
ら
あ
の
時
の
話
を
聞
い

た
。
不
安
で
気
が
気
で
な
か
っ
た
こ
と
。

事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
く
て
本
当

に
良
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

あ
の
日
か
ら
赤
色
灯
を
つ
け
た
パ
ト
カ
ー

を
目
に
す
る
た
び
に
、
強
く
思
う
。

　
「
今
日
も
私
た
ち
の
安
心
安
全
の
た
め

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
。

　

僕
は
、
こ
の
経
験
か
ら
、「
税
」
は
い

ざ
と
い
う
時
に
助
け
て
く
れ
る
も
の
、
支

え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
実
感
し
た
。
こ
れ

ら
の
「
税
」
は
、
大
人
た
ち
が
一
生
懸
命

働
い
て
納
め
て
い
る
の
だ
。
僕
た
ち
に
は

ま
だ
、
働
い
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
大
人
に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
納
め
た

い
。
そ
し
て
、
あ
の
時
の
感
謝
の
気
持
ち

を
未
来
へ
繋
ぎ
、
皆
で
支
え
合
い
、
安
心

安
全
な
社
会
が
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

令
和
四
年
度
納
税
表
彰

受
賞
者
の
ご
紹
介

　

長
年
に
わ
た
り
納
税
並
び
に
法
人
会
活

動
等
に
多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方
の
表

彰
が
十
一
月
十
六
日
、
真
岡
市
民
い
ち
ご

ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
真

岡
法
人
会
か
ら
秋
山
康
雄
氏
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰秋

山
康
雄
（
理
事
）

ル
で
行
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
２
年
連
続
で
式
は
中
止
と

な
っ
て
お
り
、
３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。

　

税
に
関
す
る
作
文
で
賞
に
選
ば
れ
た
中

高
生
や
納
税
、
租
税
教
育
で
功
績
が
顕
著

だ
っ
た
33
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
を
受
け

た
。

　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で

け
ん
教
育
庁
賞
に
輝
い
た
山
前
中
２
年
石

塚
寛
弥
さ
ん
に
よ
る
作
品
の
朗
読
も
行
わ

れ
た
。「『
税
』
が
く
れ
た
安
心
・
安
全
」

の
タ
イ
ト
ル
で
、
自
身
の
経
験
か
ら
納
税

の
大
切
さ
な
ど
を
訴
え
た
。
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「
税
に
関
す
る
標
語
」

募
集
事
業
　

益
子
支
部

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
度
は
町
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
と

し
た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実

施
し
、
十
月
十
一
日
（
火
）
益
子
町
商
工

会
館
に
て
二
次
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
一
七
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
二
次
選
考
に
て
益
子
町
長
賞
は
益
子

西
小
の
上
野
心
緒
さ
ん
の
「
調
べ
て
み
よ

う
使
い
道　

知
っ
て
納
税
豊
か
な
社
会
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
税
務
署
長

賞
、
教
育
長
賞
、
商
工
会
長
賞
、
真
岡
関

税
会
長
賞
、
法
人
会
支
部
長
賞
、
支
部
税

制
委
員
長
賞
が
各
一
点
、
金
融
機
関
特
別

賞
が
一
〇
点
、
入
選
一
七
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
表
彰
式
に
つ
き
ま
し
て

も
昨
年
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
に
つ
き
行
わ
ず
、

事
務
局
よ
り
各
小
学
校
へ
賞
状
及
び
記
念

品
を
お
渡
し
し
、
各
小
学
校
で
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

決
算
期
別
説
明
会
並
び
に

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
並
び
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出
席
い
た

だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
１
・
２
・
３
月

決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会　

場

令
和
５
年

２
月
2
日
（
木
）

14
時
〜
15
時
30
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町
１
２
０
３

令
和
５
年

２
月
3
日
（
金
）

14
時
〜
15
時
30
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町
１
２
０
３

令
和
５
年

２
月
7
日
（
火
）

14
時
〜
15
時
30
分

芳
賀
町
商
工
会
館

芳
賀
町
祖
母
井
南

１
ー
３
ー
１

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
説
明
会
当
日
に
急
遽
開
催

を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

　
和
酒
を
め
ぐ
る

愛
知
県
・
関
谷
醸
造
株
式
会
社

自
社
栽
培
米
“
夢
山
水
”
で
醸
す

奥
三
河
の
地
酒「
蓬
莱
泉
」

和
酒
探
訪
家
　
池
田
一
郎

　

酒
米
と
い
え
ば
誰
で
も
す
ぐ
頭
に
浮
か

ぶ
の
は
山
田
錦
か
。
で
は
、
夢
山
水
と
い

う
名
を
ご
存
じ
の
方
は
い
る
で
し
ょ
う

か
？　

愛
知
県
北
設
楽
郡
設
楽
町
、
奥
三

河
の
地
で
こ
の
酒
造
好
適
米
を
使
っ
て
お

い
し
い
“
地
酒
”
を
醸
し
て
い
る
蔵
が

あ
り
ま
す
。
名
前
は
関
谷
醸
造
。
お
酒
の

名
は
「
蓬
莱
泉
」
で
す
。

　

地
酒
と
は
、
そ
の
地
で
造
ら
れ
、
そ
こ

の
人
々
に
長
ら
く
愛
さ
れ
て
き
た
お
酒
。

さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
そ
の
地
の
水
や
米

で
醸
さ
れ
、
そ
の
風
土
を
反
映
さ
せ
た
、

土
地
に
根
差
し
た
お
酒
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
蓬
莱
泉
」
は
ま
さ
に
そ
ん

な
お
酒
で
す
。

　

奥
三
河
は
そ
も
そ
も
高
冷
地
で
山
田
錦

の
栽
培
に
は
向
き
ま
せ
ん
が
、
夢
山
水
は

山
間
地
向
き
品
種
と
し
て
育
成
さ
れ
た
地

元
愛
知
の
お
米
。
さ
ら
に
同
蔵
社
長
の
関

谷
健
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。「
う

ち
の
仕
込
み
水
は
か
な
り
の
軟
水
で
、
硬

質
米
で
ゆ
っ
く
り
溶
け
る
夢
山
水
が
合
っ

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
熟
成
し
て
い
い

味
わ
い
が
出
る
の
も
特
徴
で
す
」。

　

蓬
莱
泉
と
い
え
ば
、
関
谷
さ
ん
い
わ
く

「
少
し
甘
口
で
、
や
わ
ら
か
く
、
飽
き
ず

に
じ
わ
じ
わ
と
飲
め
る
酒
」。
米
を
磨
い

た
澄
ん
だ
味
わ
い
と
と
も
に
、
１
年
以
上

熟
成
さ
せ
て
市
場
に
出
す
こ
と
で
、
や
わ

ら
か
い
う
ま
み
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
さ
し

く
地
の
水
と
米
が
そ
う
し
た
持
ち
味
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

関
谷
醸
造
で
は
２
０
０
６
年
に
７
０
ア
ー

ル
の
水
田
（
耕
作
放
棄
地
）
で
夢
山
水
の

栽
培
に
着
手
。
現
在
は
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
も
及
ぶ
面
積
を
自
営
田
と
し
て
耕
作
し

て
い
ま
す
。
酒
造
り
に
使
う
１
万
俵
の
６

割
５
分
が
地
元
産
。
そ
し
て
１
万
俵
の

う
ち
約
１/
４
が
自
社
栽
培
米
と
の
こ
と
。

農
業
へ
の
参
入
の
き
っ
か
け
は
、
地
元
農

家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
気
づ
き
、

危
機
感
を
抱
い
た
こ
と
。
そ
の
取
り
組
み

は
本
格
的
で
、
種
も
み
の
育
苗
か
ら
稲
刈

り
後
の
も
み
の
乾
燥
ま
で
自
社
で
で
き
る

よ
う
に
設
備
投
資
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ば
か
り
で
な
く
、
４
人
で
２
６
０
枚
の
田

ん
ぼ
を
管
理
す
る
た
め
に
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ

を
活
用
。
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
で
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
蔵
が
「
山
田
錦
」
を
使
っ
て
酒

造
り
を
す
る
中
で
、
関
谷
醸
造
は
地
域
資

源
に
こ
だ
わ
っ
て
、
地
酒
な
ら
で
は
の
個

性
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

ら
米
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
酒
米
へ
の

理
解
も
深
ま
り
、
そ
の
米
を
ど
う
生
か
せ

ば
い
い
酒
が
造
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
米
作
り
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
酒
造
り
は
、
ワ
イ
ン
を

知
る
海
外
の
人
に
も
分
か
り
や
す
い
文
脈

だ
と
も
。

　

同
社
で
は
年
２
回
の
農
業
体
験
イ
ベ
ン

ト
も
行
っ
て
消
費
者
と
の
接
点
も
増
や
し

て
い
ま
す
。
地
元
は
も
と
よ
り「
蓬
莱
泉
」

の
フ
ァ
ン
は
今
や
国
内
外
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
土
地
に
根
差
し
た
地
酒
な
ら
で
は

の
、
て
い
ね
い
な
味
わ
い
を
ぜ
ひ
一
度
お

試
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
筆
者
紹
介
】
池
田
一
郎
（
い
け
だ
・
い

ち
ろ
う
）　

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
和
酒

に
つ
い
て
は
、
日
本
酒
や
焼
酎
か
ら
泡

盛
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ま

で･･･

ジ
ャ
ン
ル
や
飲
み
方
を
問
わ
ず
愛

好
。
蔵
元
や
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
め
ぐ
り
を
楽

し
ん
で
い
る
。
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